
燃料電池自動車用の水素ステーション
取り組みの背景

水素ステーションの水素供給方式

水素ステーションは、水素の供給方式によって、「オンサイト」、「オフサイト」、及び「移動式」の3方式に分けられます。

水素・燃料電池戦略ロードマップ（2019年3月12日経済産業省改訂）では、2020年度までに160箇所程度、
2025年度までに320箇所程度の商用水素ステーションを整備することを目標としています。現在、都市ガス事業者
では、15箇所の商用水素ステーションを運営しています（2020年12月末時点）。
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